
 

  
「新年のスタートに当たって」               校長 中山 明彦 
 

全校生徒の皆さん、おはようございます。 EAO の中山です。いよいよ新しい年がスタート

しました。 令和７年、２０２５年も、どうぞよろしくお願いします。 

さて、３学期は皆さんも知っているとおり、１年の締めくくりとなる大切な学期です。 ３年生

は、明日の定期テストから卒業や進学などに向けた準備が本格化していきますし、１・２年生

も、４月の進級に向けて、自分自身をしっかりと成長させる大切な期間となります。そんな3学

期に皆さんに心掛けてほしいことが二つあります。 

① 改善を心掛けること 

改善とは、物事をより好ましいものに、より望ましいものに改めていくことです。昨年末から

北中生徒会では「生活改善活動」を始めました。この活動は特別なことではなく、日常の中

で少しずつ小さな改善を積み重ねて、みんなが笑顔で過ごせる学校を自分たちの手でつく

ろうというものです。例えば、生活委員会では、今まで年に１回だった「ノーベルウィーク」を今

月も実施する予定です。チャイムに頼らずに自分たちで時間を意識して行動するこの取組は、

学校生活全体を改善していくための大切な一歩です。また、学芸委員会では掲示物をきれ

いに整え、校内の美化活動を進めています。きれいな掲示物や整った環境は、学校全体の雰

囲気を明るくしてくれることでしょう。 

② 健康・安全を心掛けること 

全国的にインフルエンザの流行が続いていて、札幌でも今後さらに拡大していく可能性が

あります。手洗いや咳エチケットなど基本的な感染対策はもちろん、ランチルーム給食の時に

栄養教諭の先生が話してくれたように、バランスのよい食事・早寝・早起きを心掛けながら健

康管理に努めてください。また、冬休み中も北海道内では、冬型の交通事故や落雪事故が

多く発生しています。登下校中はもちろん、校内においても、廊下を走ったり、友達同士でふ

ざけ合ったりすることなく、大切な時期に不意のケガなどすることのないよう落ち着いた学校

生活を送ってください。 

皆さん一人一人が自分に自信をもって、 小さな学びを、様々な学びを積み重ね、素晴らし

い春を迎えてほしいと心から願っています。３学期もみんなで力を合わせて、様々なことを改

善しながら、一歩一歩前へ進んでいきましょう。 
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「2学期の反省と３学期の抱負」 

 

私の 2学期の反省は、2つあります。 

1つ目は、計画性がなかったところです。１日のスケジュールや学習時間をあまり決めなか

ったので、勉強が充分にできない日も多々ありました。 

２つ目は、物事を継続することがあまりできなかったところです。１年生の時より学習時間

は少し増えましたが、その分休憩の時間が増えたりと、あまり継続できませんでした。 

なので、私の 3学期の目標は、物事を事前に計画し、集中力を継続して行動することです。

学習と休憩の配分を決め、集中して短時間行うことで質の良い学習にしていこうと思います。

また、部活や実生活にも還元し、充実した日々にするため頑張っていきます。 

 

2学年代表生徒 

 

 

 

 

 

生徒代表の言葉 ２学年代表 

 

（お問合せ 札幌市立新琴似北中学校 011-761-5122） 

部活動結果報告 ２学期 

女子テニス部 

令和 6年度 第 23回  

北海道中学校テニス新人戦大会 団体戦 準優勝 兼  

第 13回  

全国選抜中学校テニス大会 出場 


